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秋
、満
喫
。

秋
本
番
を
迎
え
、
芸
術
・
文
化
に
親
し
み
、
実
り
の
季
節
を
楽
し
む
催
し
が

各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
四
十
回
を
迎
え
た
新
庄
市
芸
術
祭
は
九
月
か
ら
始
ま
り

十
二
月
ま
で
、
演
劇
や
踊
り
な
ど
多
彩
な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大字揮毫（10月2日／ゆめりあ）

美術・工芸の展示（すぽーてぃあ）

▲民話茶屋｢柳｣ ▲民話茶屋｢炉｣

最上地区三校合同演奏（市民文化会館）

芸術の秋

昨
年
の
国
民
文
化
祭
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
た「
秋
語
り
」。
今
回
の
テ

ー
マ
は「
こ
ど
も
語
り
の
魅
力
」。
市

内
四
カ
所
の
民
話
茶
屋
と
国
指
定
重

要
文
化
財
・
旧
矢
作
家
住
宅
で
、
民

話
ク
ラ
ブ
の
小
学
生
三
十
七
人
と
新

庄
民
話
の
会
会
員
が「
カ
ワ
ウ
ソ
と
キ

ツ
ネ
」「
ほ
ら
吹
き
わ
ら
し
」「
の
ど
焼

げ
団
子
山
」な
ど
の
民
話
を
表
現
力

豊
か
に
語
り
ま
し
た
。

10
月
16
日
／
民
話
茶
屋
、
旧
矢
作
家
住
宅

「
秋
語
り
」

第
四
十
回
新
庄
市
芸
術
祭

10月2日～7日／ゆめりあ花と緑の交流広場

第28回 山形県高等学校総合文化祭
10月7日～9日／市民文化会館、市民プラザなど

み
ち
の
く

民
話
ま
つ
り

第40回 新庄市芸術祭
燦さん展｢濱 道子ふるさとを想う｣書展
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▲旧矢作家住宅 ▲民話茶屋｢松｣ ▲民話茶屋｢萩｣

実りの秋

最
上
地
域
の
農
産
物
・
加
工
品

な
ど
の
特
産
品
を
一
同
に
集

め
た「
も
が
み
大
産
業
ま
つ
り
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。ゆ
め
り
あ
北
口
で
は
、

「
刈
り
上
げ
市
」に
新
鮮
な
野
菜
・
果

樹
・
キ
ノ
コ
・
農
産
加
工
品
な
ど
各
市

町
村
自
慢
の
特
産
品
が
勢
ぞ
ろ
い
。
地

元
産
の
早
生
そ
ば
を
使
っ
た
そ
ば
打
ち

も
好
評
で
し
た
。

ゆ
め
り
あ
内
で
は
「
匠
・
ク
ラ
フ
ト

展
」で
新
庄
亀
綾
織
の
実
演
な
ど
が
行

わ
れ
、
空
手
演
武
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
に
人
気
が
集
ま
り
ま
し
た
。

か
む
て
ん
公
園
で
は
、「
秋
の
花

フ
ェ
ス
タ
・
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」が

「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」の

主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
か
む
て
ん

親
子
ラ
ン
ド
」「
か
む
て
ん
公
園
空
中
散

歩
」「
花
緑
市
場
」な
ど
多
彩
な
催
し
に

多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

最上の産業と文化の祭典

もがみ大産業まつり

多くの人 で々にぎわった「刈り上げ市」

10月９日～10日／ゆめりあ、駅東口広場

秋の花フェスタ

コスモスまつり
10月9日～10日／かむてん公園
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安
全
・
確
実
な
制
度
の
し
く
み

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
二
十
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
だ
れ
も
が
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
保
障
制
度
で

生
涯
に
わ
た
り
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

る
制
度
で
す
。
老
後
の
生
活
や
、
病

気
・
け
が
に
よ
り
働
け
な
く
な
り
収
入

を
得
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
に
、

互
い
に
支
え
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
老
後
に
受
け
る
老

齢
基
礎
年
金
、
病
気
や
け
が
で
障
害
に

な
っ
た
と
き
に
受
け
る
障
害
基
礎
年
金
、

働
き
手
を
失
っ
た
と
き
に
残
さ
れ
た
配

偶
者
や
子
ど
も
が
受
け
る
遺
族
基
礎
年

金
の
三
つ
の
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

国
が
運
営
し
、
基
礎
年
金
受
給
額
の

三
分
の
一
は
国
税
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
個
人
年
金
や
貯
蓄
な
ど
と

は
異
な
り
、
受
給
額
は
賃
金
や
物
価
に

応
じ
ス
ラ
イ
ド
す
る
の
で
、
長
期
的
な
経

済
の
変
動
で
貨
幣
価
値
が
変
わ
っ
て
も

年
金
の
実
質
的
な
価
値
は
守
ら
れ
、
老

後
の
生
活
も
安
心
で
す
。

老
後
を
支
え
て
い
ま
す

平
均
寿
命
が
伸
び
長
寿
社
会
化
し
て

い
く
中
で
、
核
家
族
化
と
少
子
化
の
進

行
に
よ
り
家
族
間
で
扶
養
し
合
う
こ
と

Q

大
学
生
の
間
は
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
な
く
て
も
い
い
で
す
か
？

A

二
十
歳
以
後
保
険
料
を
未
納
に

し
て
お
く
と
、
老
齢
基
礎
年
金
が

満
額
受
け
取
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、

万
一
障
害
や
死
亡
と
い
う
事
故
が

起
き
て
も
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

必
ず
加
入
し
、
保
険
料
は
納
め

ま
し
ょ
う
。
学
生
本
人
の
前
年
の

所
得
が
六
十
八
万
以
下
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

Q

夫
は
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
ま

す
。
わ
た
し（
扶
養
さ
れ
て
い
る

妻
＝
第
3
号
被
保
険
者
）は
保
険
料

を
納
め
な
く
て
も
年
金
が
も
ら
え

ま
す
か
？

A

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
第
3
号
被
保
険
者
の
保
険

料
は
、
配
偶
者
の
加
入
す
る
厚
生
年

金
・
共
済
組
合
が
全
額
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夫
婦
ど
ち
ら

か
が
就
職
し
た
り
退
職
し
た
場
合

は
、
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所

に
届
け
出
し
ま
し
ょ
う
。

Q

二
十
五
年
間
保
険
料
を
納
め
、
年

金
を
受
け
る
資
格
を
得
ま
し
た
。

も
う
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
よ

い
で
す
か
？

A

た
と
え
年
金
を
受
け
る
資
格
が

あ
る
人
で
も
、
六
十
歳
に
な
る
前

国民年金は
生活を支えます

～65歳になったとき～
●年額 794,500円（満額）

（月額 66,208円）

65歳から生涯にわたり受けられます。

納付期間が40年に満たない場合

でも､保険料免除期間を含めて25

年以上保険料を納めていれば､期

間に応じて年金を受けることができ

ます。

20歳から60歳まで40年間
全て保険料を納めた場合

老齢基礎年金
～病気やけがで
障害者になったら～

●年額 1級993,100円
（月額 82,758円）

2級794,500円
（月額 66,208円）

年金額は障害の程度により異なり

ます。扶養されている子がある場

合は加算があります。20歳前の障

害でも一定の条件で20歳から年

金が受けられます。

障害基礎年金
～もしも夫に先立たれたら～

●年額 1,023,100円
（月額 85,258円）

国民年金に加入している人が亡く

なったとき､その人に生計を維持さ

れていた子がいる妻または子が受

けることができます。子が18歳に

なった日以後の3月末まで支給さ

れます。

妻子が受けるとき
～子が1人の場合～

遺族基礎年金

国民年金は明るく豊かな老後を送るために
また、いつ起こるかわからない万一の場合に備え
国民みんなで支え合う制度です。

国
民
年
金
Ｑ
＆
Ａ

11
月
は

「
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」で
す

ネッキーくん



こんなときは必ず届け出を！
届出先事　由

第1号被保険者＝市役所市民課
第3号被保険者＝配偶者の勤務先20歳になったとき

市役所市民課会社を退社したとき

配偶者の勤務先結婚や退職等で
配偶者の扶養になったとき

市役所市民課配偶者の扶養からはずれたとき

第1号被保険者＝市役所市民課
第2号被保険者＝勤務先
第3号被保険者＝社会保険事務所

年金手帳をなくしたとき

銀行・郵便局・農協などの金融機関口座振替を開始、変更、停止するとき

市役所市民課保険料を納めるのが困難なとき
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が
難
し
く
な
っ
て
い
く
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
給
与
所
得
世
帯
の
増
加
に

よ
り
定
年
後
の
継
続
し
た
収
入
が
な
く

な
り
、
公
的
年
金
を
受
け
ず
に
個
人
の

預
貯
金
や
家
族
の
支
え
な
ど
の
自
助
努

力
だ
け
で
は
、
老
後
の
安
定
し
た
生
活

設
計
を
行
う
こ
と
が
と
て
も
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が

い
る
世
帯
の
九
十
六
・
七
％
が
公
的
年

金
や
恩
給
を
受
給
し
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
で
は
六
割
以
上
が
そ
の
収
入
を
公

的
年
金
や
恩
給
の
み
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
は
老
後
の
生
活
を
支
え
る

大
切
な
制
度
で
す
。
年
金
を
受
給
し
て

い
る
世
代
だ
け
で
な
く
、
保
険
料
を
納

め
て
い
る
皆
さ
ん
が
正
し
く
理
解
し
、
こ

の
制
度
を
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

月
ま
で
保
険
料
を
納
め
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
、
四
十

年
間
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

Q

納
め
た
期
間
と
免
除
期
間
を
合
わ

せ
て
も
二
十
二
年
で
受
給
資
格
が

あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
よ
い
方
法
は
？

A

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
二
十
五
年
の
資
格
期
間
が

必
要
で
す
。
不
足
し
て
い
る
期
間

が
五
年
以
内
な
ら
、
六
十
歳
か
ら

任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
れ

ば
老
齢
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま

す
。
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
は
、
七
十
歳
ま
で

任
意
加
入
で
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
担
当

1
内
線
1
3
3
・
1
3
4
、
新
庄
社
会
保

険
事
務
所
1
22
―

2
0
5
0
へ
。

市有地を売ります

●所在地　新庄市住吉町1,051－2
（都市計画区域内／商業地域）
●地目 宅地 ●面積　約5,611㎡
●価格　1億5,375万円

●所在地　新庄市沼田町27－1外1筆
（都市計画区域内／第一種住居地域）
●地目 宅地 ●面積　202.81㎡
●価格　1,144万円

●所在地　新庄市大字鳥越字南沢山神
沢2080－78（都市計画区域外）
●地目 宅地 ●面積　234．89㎡
●価格　234.9万円

③鳥越用地

②沼田町用地

①住吉町／旧日本たばこ産業跡地

■一次締め切り
①、③＝12月10日F ②＝11月24日D

■申込方法　財政課にある申込用紙で
◎詳しくは、財政課へ。1内線236

保険料（月額）13,300円
16年4月～17年3月

納付は便利な口座振替で！

←市役所

↓駅

市道石川町・下神明町線

↑
雪
の
里
情
報
館

最
上
公
園
↓

※第1号被保険者＝農林漁業・商業など自営業の人、その配偶者、学生、無職の人
第2号被保険者＝会社員、公務員など厚生年金や共済組合の加入者
第3号被保険者＝厚生年金や共済組合の加入者に扶養されている配偶者
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その他施設 
ゆめりあ 
ごみ焼却場 
 

最上広域市町村圏事務組合

15年度決算から
B
経
費
削
減
に
努
め

前
年
比
二
十
六
％
の
減

広
域
組
合
の
財
政
は
、
構
成
す
る
八

市
町
村
の
分
担
金
と
県
支
出
金
な
ど

に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
十
月

の
組
合
議
会
で
、
広
域
組
合
の
十
五
年

度
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

歳
出
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
十
四
億

千
七
百
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設

「
エ
コ
プ
ラ
ザ
も
が
み
」の
整
備
完
了
と
、

経
費
削
減
に
努
め
た
結
果
で
す
。

今
後
も
、
広
域
組
合
は
、
構
成
市
町

村
と
と
も
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

広
報
十
月
号
で
行
政
評
価
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
市
が
行
う
内
部

評
価
に
「
市
民
が
ど
ん
な
関
わ
り
方
が

で
き
る
か
」
を
探
る
た
め
、
行
政
改
革

市
民
委
員
会
が
市
民
の
目
で
見
た
事
業

評
価
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

対
象
は
「
公
園
管
理
事
業
」
と
「
花
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」。
担
当
課
の

説
明
を
受
け
、
市
内
五
カ
所
に
あ
る
都

市
公
園
の
現
場
調
査
を
行
い
市
民
委
員

会
と
し
て
評
価
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
市
の
内
部
評
価
に
比
べ
厳

し
い
も
の
と
な
り
、「
規
模
の
小
さ
い
公

園
は
地
域
に
管
理
を
お
願
い
し
て
は
ど

う
か
」
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
委
員
会
は
、
行
政
評
価
に
つ
い
て

今
後
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
、
今
年
中
に

市
長
に
提
言
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

B
市
財
政
再
建
の
カ
ギ

広
域
公
債
費
の
負
担
軽
減

新
庄
市
の
広
域
組
合
へ
の
分
担
金
は

約
十
四
億
円
。
市
の
一
般
会
計
歳
出
額

の
約
一
割
を
占
め
ま
す
。

広
域
組
合
の「
ゆ
め
り
あ
」
や
「
エ
コ

プ
ラ
ザ
も
が
み
」
な
ど
の
建
設
償
還
金

（
借
金
の
返
済
）は
、
広
域
組
合
の
歳
出

の
三
十
七
％
を
占
め
、
市
に
と
っ
て
重

い
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、
十
七

年
度
か
ら
二
十
年
度
に
く
る
償
還
の
ヤ

マ
を
少
し
で
も
後
年
に
ず
ら
し
、
当
面

の
重
い
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
重
要

な
財
政
再
建
策
と
位
置
づ
け
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

最上広域市町村圏事務組合

15年度決算から
最上地域の8市町村で共同運営している最上広域市町村圏事務組合。

消防や救急、ごみ処理など、わたしたちの生活に深くかかわる重要な事業を行っています。
今回は、事務組合の15年度決算の内容と、市の行財政改革との関連などについてお知らせします。

※17年度から20年度までは、償還金が15億円を超える大き
なヤマとなっています。21年度以降は「ゆめりあ」分の償還が
減り市の負担も減っていきます。

広域組合の償還金の見込み

▲市民委員会が公園管理を評価
（10月8日／新庄中核工業団地福田緑地）

市
民
の
目
で

行
政
評
価
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七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
実
施
し
た

「
市
役
所
さ
わ
や
か
運
動
お
客
さ
ま
ア

ン
ケ
ー
ト
」の
中
に
、
新
庄
市
に
転
入
し

て
き
た
方
か
ら
「
今
ま
で
で
新
庄
市
役

所
の
応
対
が
い
ち
ば
ん
悪
い
」
と
い
う
ご

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
改
善
を
図
る
た
め
、
他
市

な
ど
か
ら
転
入
し
た
市
民
と
市
職
員
の

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
懇
談
会
で
の
意
見
か
ら
】

○
新
庄
の
人
は
聞
い
た
こ
と
し
か
答
え

て
く
れ
な
い
。
質
問
で
は
な
く
相
談
を

し
に
き
た
こ
と
を
く
み
取
っ
て
ほ
し
い

○
転
入
し
て
き
て
い
ち
ば
ん
苦
労
し
た

の
は
言
葉
。
市
役
所
で
は
標
準
語
で
応

対
し
て
く
れ
た
の
で
ホ
ッ
と
し
た

○
職
員
を
民
間
企
業
に
研
修
に
出
し
て

サ
ー
ビ
ス
の
心
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
は

ど
う
か

今
後
も
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
お

気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で

も
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
総
務
課
行
政
改
革
推
進

室
へ
。

1
内
線
2
1
5
・
2
1
8

シリーズ 行財政改革  行行財政改革  行財政改革 

●使用料及び手数料＝1億2,926万円　

広域交流センター（ゆめりあ）使用料／2,128万円

ごみ処理手数料／9,900万円など

●県支出金＝1億623万円

広域交流拠点施設費補助金／1億円など

●財産収入＝2,754万円

物品売払収入（リサイクル物品等）／2,453万円など

広域交流センター（ゆめりあ）運営事業 8億4,758万円

エコプラザもがみ（ごみ焼却施設）運営事業 3億2,303万円

リサイクルプラザもがみ運営事業 5億286万円

もがみクリーンセンター（し尿処理施設）運営事業

4億6,374万円

最上衛生事業所（し尿処理施設）運営事業 8,984万円

消防・救急業務運営事業 14億1,935万円

教育研究センター運営事業 6,407万円

少年少女沖縄派遣交流事業 777万円

もがみ大産業まつり開催事業 491万円

※今年度から「広報もがみ広域」を廃止し、広域組合の

予算と決算は市町村の広報に掲載しています。

◎詳しくは、最上広域市町村圏事務組合総務課へ。

122-2674

メ
ー
ル

soum
u@
city.shinjo.yam

agata.jp

ふるさと市町村圏事業特別会計の主な事業分担金以外の主な歳入

一般会計の主な事業

41億4,841万円
前年度比25.7％減

一般会計 総額歳入
40億8,666万円

前年度比25.8％減

一般会計 総額歳出

親
し
み
あ
る
市
役
所

づ
く
り
に
向
け
て

新庄市 38％ 
13億9,877万円 

金山町 6％ 
2億2,042万円 

最上町 10％ 
3億4,767万円 

舟形町 6％ 
2億742万円 

真室川町 9％ 
3億2,949万円 

大蔵村 4％ 
1億5,654万円 

鮭川村 5％ 
1億8,138万円 

戸沢村 6％ 
2億1,142万円 

交付税分 16％ 
5億8,744万円 

分担金 88% 
36億4,055万円 

使用料及び手数料 3％ 
1億2,926万円 

国県支出金 3％ 
1億1,259万円 

財産収入等 1％  4,625万円 
繰入金 2％  1億1,025万円 

繰越金 2％  7,931万円 
組合債 1％  3,020万円 

議会費・総務費 11％ 
4億6,762万円 

衛生費 17％ 
6億8,080万円 

消防費 33％ 
13億6,768万円 

教育費 2％ 
6,407万円 

公債費 37％ 
15億649万円 

市町村分担金の内訳

7 広 報 11.9  2004
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●健康メモ●

最
上
公
園
整
備
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
小
松
正
男
さ
ん

全
国
表
彰「
折
下
賞
」受
賞

お
口
の
体
操
で
肺
炎
予
防

肺
炎
に
よ
る
死
亡
者
の
90
％
以
上

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢

期
で
は
飲
み
込
む
な
ど
の
機
能
が
低

下
す
る
た
め
、
食
べ
物
や
口
の
中
の

細
菌
が
気
管
に
入
り
、
誤
え
ん
性
肺

炎
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

症
状
と
し
て
は
、
食
べ
た
後
に
む

せ
る
、
咳
や
た
ん
が
出
る
、
食
事
に
時

間
が
か
か
る
、
声
が
変
化
す
る
、
発
熱

を
繰
り
返
す
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

予
防
法
は
、
口
の
中
を
清
潔
に
し

て
細
菌
を
減
ら
す
、
食
べ
物
を
飲
み

込
む
と
き
に
少
し
前
か
が
み
に
あ
ご

を
引
き
飲
み
込
む
こ
と
を
意
識
す

る
、
呼
吸
機
能
と
飲
み
込
む
力
を
衰

え
さ
せ
な
い
よ
う
体
操
す
る
、
な
ど

で
す
。

【
体
操
の
し
か
た
】

①
首
を
前
後
左
右
に
曲
げ
た
り
、
回

し
た
り
す
る
②
両
肩
を
す
ぼ
め
る

よ
う
に
あ
げ
、
す
っ
と
力
を
ぬ
く
、

肩
を
回
す
③
口
を
大
き
く
開
け
す

ば
や
く
閉
じ
る
、「
イ
ー
」
と
口
を
横

に
引
く
、「
ウ
ー
」
と
唇
を
と
が
ら
せ

る
④
舌
を
大
き
く
出
し
た
り
、
引
っ

込
め
た
り
す
る
、
口
の
ま
わ
り
を
な

め
る
よ
う
に
舌
を
回
す
⑤
口
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
息
を
は
き
、
鼻
か
ら
ゆ

っ
く
り
大
き
く
息
を
吸
い
止
め
る
、

息
を
止
め
た
ま
ま
唾
液
を
飲
み
込

み
、
口
か
ら
勢
い
よ
く
息
を
は
く
、

咳
を
す
る

市
の
公
園
整
備
な
ど
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
き
た
小
松
正
男
さ
ん（
若
葉
町
）

が
、
第
二
十
五
回
公
園
緑
地
折
下
功
労

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
戦
前
戦
後
に
、
わ
が
国
の

都
市
計
画
・
公
園
緑
地
・
国
立
公
園
事

業
な
ど
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍
し
た

折
下
お
り
し
も

吉
延
よ
し
の
ぶ

氏
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
よ

う
と
昭
和
四
十
三
年
に
設
け
ら
れ
た
も

の
。
今
年
は
、
全
国
で
五
人
の
方
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
通
算
二
人

目
と
な
る
受
賞
で
す
。

折
下
家
は
、
代
々
新
庄
藩
主
戸
沢
氏

家
臣
の
家
系
。
折
下
吉
延
氏
は
明
治
四

十
一
年
に
宮
内
省
に
勤
務
し
、
明
治
神

宮
外
苑
の
造
営
や
横
浜
・
山
下
公
園
の

新
設
な
ど
に
手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。

大
正
十
一
年
に
は
当
時
の
新
庄
町
の
招

き
に
応
じ
新
庄
を
訪
れ
、
昭
和
二
年
か

ら
五
年
ま
で
最
上
公
園
「
心
字
池
」の
修

景
工
事
を
監
修
し
ま
し
た
。

小
松
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら

二
十
五
年
間
、
市
職
員
と
し
て
建
設
・
土

木
分
野
に
一
貫
し
て
携
わ
り
、
最
上
公

園
・
東
山
総
合
運
動
公
園
・
鳥
越
八
幡

公
園
の
三
大
公
園
の
整
備
に
尽
力
し
、

市
の
公
園
緑
地
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

市
を
退
職
後
も
建
設
会
社
社
長
な
ど
を

歴
任
。
平
成
十
二
年
に
は
東
山
公
園
に
、

十
五
年
に
は
最
上
公
園
に
草
木
塔
を
私

費
で
建
立
し
、
自
然
や
草
木
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
す
。

▲草木塔を建立（15年9月／最上公園） ▲受賞を喜ぶ小松さん（左／10月15日）

▲最上公園「心字池」

◎詳しくは、健康課健康推進室へ。1内線513～516



いきいき

新庄人
一緒に汗を流して
がんばりたい

橋真理子さん（城西町）

前
回
は
東
京
で
の
二
〇
〇
三
年
の
高

層
ビ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
の
報
告
を
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
ビ
ル
は
現
在
、
そ
の
完
成

と
と
も
に
新
た
な
商
業
施
設
と
し
て
特

徴
あ
る
新
し
い
魅
力
を
も
っ
た
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
六
本
木

ヒ
ル
ズ
、
汐
留
ジ
オ
サ
イ
ト
、
東
京
駅
丸

の
内
オ
ア
ゾ
な
ど
、
以
前
に
は
な
か
っ
た

場
所
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

日
本
橋
地
区
で
も
再
開
発
が
進
行
し

て
お
り
、
二
、
三
年
先
に
は
ど
う
な
る
も

の
か
と
大
い
な
る
期
待
と
と
も
に
い
さ
さ

か
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら

に
並
行
し
て
都
心
区
部
で
は
、
住
宅
用

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
数
多
く
建
設
さ
れ
大

変
な
人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
設
備
も
よ

く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
万
全
で
当
然
値
段

も
高
い
の
で
す
が
、
そ
の
購
入
層
は
都
心

回
帰
を

望
ん
で

い
る
子

育
て
の

終
わ
っ

た
熟
年

世
代
の

人
た
ち

が
多
い

と
の
こ

と
で
す
。
郊
外
の
一
戸
建
て
住
宅
で
の

子
育
て
を
終
え
、
住
居
を
処
分
し
て
移

住
し
て
来
る
ケ
ー
ス
で
す
。
都
心
に
近

く
通
勤
が
楽
な
う
え
に
文
化
施
設
や
買

い
物
な
ど
が
楽
し
め
る
こ
と
、
眺
望
が
良

い
こ
と
、
特
に
優
良
な
医
療
施
設
に
近
い

こ
と
が
そ
の
魅
力
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
少
子
高
齢
化
を
反
映
し
た
「
み
や

こ
」
ら
し
い
現
象
で
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
東
京
の
区
部

に
は
四
つ
の
都
立
霊
園（
青
山
、
雑
司
ヶ

谷
、
染
井
、
谷
中
）が
あ
り
、
明
治
七
年

の
開
設
で
長
い
歴
史
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
青
山
霊
園
は
、
桜
並
木
が
特

に
有
名
で
公
園
墓
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
墓
地
で
昨
年
か
ら
再
整
備
し
た
墓

地
の
再
貸
与
の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。

何
せ
こ
の
四
十
年
間
再
貸
与
は
行
っ
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
、
わ
が
家
で
は
墓
所
が

都
内
に
は
な
く
墓
参
り
に
は
時
間
も
か

か
る
の
で
昨
年
に
続
き
応
募
し
て
み
ま

し
た
。
今
年
の
募
集
五
十
区
画
に
対
し

二
十
二
倍
強
の
競
争
率
で
、
抽
選
の
結

果
は
補
欠
に
も
ひ
っ
か
か
ら
ず
に
見
事

落
選
で
し
た
。
吉
田
茂
や
斉
藤
茂
吉
と

一
緒
に
眠
る
夢
は
果
た
せ
そ
う
に
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
東
京
で
の
墓
所
事

情
は
、
深
刻
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

する正当な対価と考えて、妥当な値段を維持したいとも

思っています。わたしは、“まゆの郷”はお客さんから育て

てもらっていると思っています。お客さんとの何気ない会

話の中に、望む品物や値段のことなど気づかない点がた

くさんあります。“まゆの郷”は、いいお客さんといい生産

者が集まって成り立っているのです｣と語ります。

｢今、わたしが一番夢中になっているのは、ソフトボー

ルです。学生時代にクラブ活動でずっとやってきて、しば

らくしていなかったのですが、娘が中学生のときに部活

動のコーチを引き受けてからずっと続けています。自分

の子も他人の子も関係なく、同じ人として接したいとわた

しは思っています。大人は子どもより偉くなってはいけな

い。一緒に手をつなぎ、汗を流し、動き回わりながらがん

ばりたい。そして、

子どもから本気

で自分につき合

ってくれた大人

がいることをわ

かってもらいた

い、と思っていま

す｣と 橋さんは

明るく熱心に語

ってくれました。

｢わたしは、生産者と消費者のかけ橋、パイプ役です｣

と話す 橋さんは、｢産直まゆの郷｣にオープン当時から

販売係として勤めています。｢産直まゆの郷｣はエコロジ

ーガーデン内で地産地消の発信地として市内の農家が生

産した作物や加工品を提供しています。

｢わたしにとって、お客さんと同様に生産・出荷している

農家の人たちがとても大切です。“まゆの郷”に野菜など

を出すことで生産者に元気になってほしいと思います。生

産者にとって、自分が苦労して作ったものが身近なところ

で売れれば、励みになり、張り合いになると思います。

“まゆの郷”では家族にも安心して食べさせられるものを

提供するよう心がけています。農薬などの危険性を一番

良く知っているのは生産者本人で、地元で作っている人

の顔が見えるからこそより安心できると思います。

この仕事で一番苦労するのは値段のつけ方です。スーパ

ーや新聞などで市場価格を毎日チェックしながら、ちょう

どいい金額を生産者と一緒に考えています。安いことは

消費者にとってよいのかもしれませんが、農業生産に対

み
や
こ
の
話
題
―
そ
の
２
―

B

新
庄
藩
江
戸
家
老

佐
藤
　
武
さ
ん

（
前
三
信
建
設
工
業
㈱
顧
問
）

▲「産直まゆの郷」にて

9 広 報 11.9  2004



季節の話題・市政の動き・催しなどを 
紹介するページです 
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気分は松尾芭蕉
芭蕉生誕360年を記念する「第4回芭蕉

乗船の地国際俳句大会」が本合海河川

敷で開催されました。これは、「本合海エ

コロジー」が中心となり、地域おこしの一

環として毎年行っているもの。全国からの

愛好者が最上川を舟下りしながら、それ

ぞれの思いを詠み上げました。

地域づくりフォーラム
これからの新庄・最上について熱く語ろ

うと、地元6校代表の高校生と若手経済

人のフォーラムが開かれました。未来研

究会（最上総合支庁）と新庄青年会議所

が企画したもの。高校生からは「バイオマ

スの新技術で地域活性化」「花や巨木の

PRやグリーンツーリズムで観光振興」「希

望する職種があれば若者が増える」「バ

リアフリーの街づくり」など地域を良くしよ

うという提案があり意見交換しました。

まちをきれいに
日新中学校の1年生137人が新庄駅や中

心商店街、通学路、升形川など市内20

カ所で清掃活動を行いました。総合的な

学習の時間に、自分たちが住む地域に

何ができるかを考え行動しました。活動

後は、それぞれの感想や今後の目標など

をまとめた新聞を作成しました。

小さな町の大きな取り組み
大分県や徳島県などで個性的な取り組

みを行い成功している方々から地域活性

化のヒントを学ぼうと「まちなか活性化シ

ンポジウム」を開催しました。新庄市から

はバイオマスと市民の取り組みを紹介。

パネルディスカッションでは「小さな町でも

交流人口が増えれば栄える」「地元の良

さを見落とさず、ちょっとした付加価値で

ブランドにできる」などパネラーからは事例

紹介があり、自分の地域に誇りを持つ大

切さが呼びかけられました。

▲明倫中生徒が森づくり体験
（10月6日／陣峰市民の森）

▲こころのフェスティバル作品展
（10月18日～20日／ゆめりあ）

▲日新中生徒がまちを清掃
（10月20日／末広地下道）

▲まちなか活性化シンポジウム
（10月24日／ゆめりあ）

▲地域づくりフォーラム「ここを変えたい！これからの新庄・最上！！」（10月22日／ゆめりあ）

▲現代俳句協会名誉会長・金子兜太氏を選者に招いた国際俳句大会（10月16日／本合海～最上川）
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N
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スポーツと食欲の秋
タイムはあまり気にせず気軽に汗をかい

て楽しんでもらおうと「新庄いものこマラ

ソン」を開催しました。山屋地区で7キロ

と3キロ、2つのコースに分かれ、小学生

から一般まで83人が参加。それぞれの

ペースで完走した後は、「いものこ汁」な

どの秋の味覚を楽しみました。

▲SL鉄道写真を展示（10月14日～／新庄駅
ホーム）

▲森林土木建設業協会新庄最上支部が桜の
苗木45本を植樹（10月26日／角沢地区）

▲肘折系こけし工人・鈴木征一さんの初期からのこけしが揃う「こけし文化考」（12月27日まで／歴史センター）

▲中高生など83人が参加した「新庄いものこマラソン」（10月11日／山屋）

■最上地区中学校新人体育大会
【陸上競技】男子／個人2年100m③村岡広輝
（新庄）2年200m③伊藤達郎（新庄）共通
800m③今田敏文（明倫）1年1500m①斎藤廉
（明倫）②田中亮（新庄）共通走幅跳③中嶋裕
信（八向）女子／団体①日新／個人1年100m
②芦野智恵（日新）2年100m①小森千奈津（日
新）②斉藤麻里（日新）1年200m②渡辺魅久
（明倫）2年200m①斉藤麻里（日新）②小森千
奈津（日新）③佐藤めぐみ（八向）共通800m②
外　恵美（日新）共通1500m②奥山歩（萩野）
③阿部加奈（明倫）共通走幅跳①成澤志歩（日
新）共通走高跳③奥山真美（萩野）共通400m
リレー①日新（下山留未・小森千奈津・小野史
葉・斉藤麻里）②八向（越後菖香・斎藤なつ
き・芳賀香織・佐藤めぐみ）
■第42回新庄ロードレース大会
男子／小学3年生②中川慎（萩野）4年生③小
林駿（沼田）5年生②安食尚人（萩野）6年生①
斎藤真也（日新）中学生③柿崎雄斗（日新）一
般②齊藤伴和（新庄陸協）女子／小学3年生
②小野未羽（萩野）4年生②小野茉倫（萩野）5
年生①菅嶋彩香（泉田）③奥山莉菜（萩野）中
学生②外　恵美（日新）高校生②外　理紗（新
庄南）
■第12回新庄市スポーツ・レクリエーション祭
（1位のみ掲載)
グラウンドゴルフ／安達潔（桧町）ターゲットバ
ードゴルフ／男子松本宣行（沼田町）女子三澤
睦美（大手町）バウンドテニス／柴田久雄（沼
田町）ラージボール卓球／1部男子今田勝（関
屋）同女子大友恭子（沼田町）2部男子佐藤誠
（千門町）同女子秋葉久美子（末広町）ペタン
ク／小野邦太郎（上山屋）高橋悦子（大手町）
板垣真由美（川西町）
■2004新庄いものこマラソン
Aコース（7㎞）①柴田和行（新庄鉄人会）②齋

藤直樹（明倫中）③古澤吉彦（光生
園）Bコース（3㎞）①大泉雄暉（新庄
中）②柏倉大修（新庄中）③金田淳
（新庄中）
■第52回統計グラフ全国コンクール
奨励賞／ 橋裕馬・古瀬純大・池田
大翔・関口有紀・中島華湖（日新小）
■山形県統計グラフコンクール
県統計協会長賞／ 橋裕馬・古瀬純
大・池田大翔・関口有紀・中島華湖
（日新小）入選／秋保伸弥・柿崎龍

聖・早坂諒・土田雅彦・小野貴佳（日
新小）荒木夏樹・国分唯真・伊藤希
恵・間万由子（日新小）佳作／越後健
矢・安食拓海・小松原和矩・吉田健
（日新小）学校賞（特別賞）／日新小
■花の観光地づくり大賞（主催／日
本観光協会）
努力賞・花の心賞／あじさいを育て
る会

栄 光 を た た え て

崎辞

崎辞崎辞

高 

高 

11 広 報 11.9  2004



○とき 11月21日A午後1時30分～3時30分
○ところ 雪の里情報館
○講師 東北工業大学教授・沼野夏生氏
○受講料 500円（事前に申し込みが必要）

○とき 11月25日E午前9時30分～11時30分
○ところ 雪の里情報館
○内容 記念式典、シンポジウム、アトラ
クション ○入場料 無料

◎いずれも詳しくは、雪の里情報館へ。122-7891

○とき 11月25日E午後1時～
○ところ 市民プラザ大ホール
○内容 講演／地球・人間環境フォーラム
専務理事・平野喬氏、パネルディスカッ
ション、施設見学

○参加費 1,000円（資料代）
◎当日参加もできます。詳しくは、企画調
整課企画政策室へ。 1内線242

生活調査から見た
雪国のくらしのあり方
～第２５回市民雪セミナー～

雪の里情報館開館
満7周年記念事業

食品トレーリサイクル
シンポジウム

～社会福祉施設による資源循環～

イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

市役所122-2111

イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

▼
対
象

最
上
地
域
の
小
学
生（
30

人
）
▼
と
き

11
月
27
日
g
午
前

9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合

エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
正

面

▼
内
容

環
境
問
題
や
バ
イ
オ

マ
ス
に
つ
い
て「
く
る
く
る
ま
わ
る

リ
サ
イ
ク
ル
探
検
」
▼
持
ち
物
筆

記
用
具
▼
参
加
費
無
料

▼
申
し
込
み
電
話
で

y
新
庄
市
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン

1
29
｜

2
1
2
2

▼
対
象

子
育
て
中
の
人（
先
着
各

10
人
）
▼
と
き

①
11
月
24
日
d
、

マ
マ
ナ
ビ
商
店
街
ツ
ア
ー

ち
び
っ
こ
寺
子
屋

②
25
日
e
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

▼
集
合

街
角
託
児
室
Ｈ
Ｏ
Ｔ
☆

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス（
南
本
町
）

▼
内
容
商
店
街
の
魅
力
を
体
験

▼
参
加
費
8
5
0
円（
昼
食
代
）

▼
託
児
無
料

▼
申
し
込
み
11
月
19
日
f
ま
で

※
マ
マ
ナ
ビ
編
集
ス
タ
ッ
フ
募
集
中

y
新
庄
Ｔ
Ｃ
Ｍ

1
28
｜

8
3
1
9

▼
と
き

11
月
27
日
g
午
後
2
時

〜
5
時
▼
と
こ
ろ
市
民
プ
ラ
ザ

▼
内
容
「
循
環
型
農
業
と
自
立

し
た
地
域
社
会
を
考
え
る
」
講

師
／
茨
城
大
学
農
学
部
教
授
・
中

島
紀
一
氏
、
東
北
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
室
長
・
山
守
誠
氏

▼
受
講
料
無
料

▼
申
し
込
み
11
月
25
日
e
ま
で

y
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
が
み
・
井
上

1
52
｜

2
3
5
5

第
4
回

最
上
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

▼
1
次
試
験
1
月
15
日
g

y
自
衛
隊
新
庄
募
集
事
務
所

1
22
｜

5
0
5
7

新
し
い
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
創

設
に
向
け
た
説
明
会
で
す
。

▼
対
象

ど
な
た
で
も
▼
と
き
11

月
16
日
c
午
後
6
時
〜
8
時

▼
と
こ
ろ
市
民
プ
ラ
ザ

▼
内
容
ク
ラ
ブ
の
考
え
方
、
役
割
、

ク
ラ
ブ
体
験
発
表

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

y
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

1
22
｜

0
6
8
1

▼
と
き

12
月
6
日
b
午
後
1
時

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
市
民
説
明
会

30
分
〜
4
時

▼
と
こ
ろ

保
健
セ

ン
タ
ー
▼
内
容

専
門
医
師
に
よ

る
個
別
相
談

▼
申
し
込
み
12
月
2
日
e
ま
で

y
健
康
課
健
康
推
進
室

1
内
線
5
1
3
・
5
1
6

活
動
や
組
織
に
つ
い
て
の
相
談

な
ど
何
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
11
月
17
日
d

午
後
1
時
〜
4

時
／
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
内
Ｎ
Ｐ

Ｏ
も
が
み
事
務
室

▼
11
月
20
日
g
午
後
1
時
〜
4

時
／
語
ら
い
長
屋（
駅
前
通
り
）

y
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
が
み

1
29
｜

2
1
4
1

▼
と
き

11
月
26
日
f
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ

市
役
所

市
民
相
談
室
分
室
▼
内
容

所
得

税
、
消
費
税
、
相
続
税
、
資
産
の

出
張
無
料
税
務
相
談

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動

相
談
会

募集

お知らせ

気づいてね、点検整備の大切さ
10月は自動車点検整備推進運動強化月間

◎山形運輸支局1023-686-4714

▼
と
き

11
月
16
日
c
午
後
1
時

〜
4
時
50
分
▼
と
こ
ろ
新
庄
ニ
ュ

ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▼
テ
ー
マ
「
最
上
の
自
然
を
活
か

す
」
▼
内
容

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
／
最
上
の
自
然
な
ど

を
活
か
し
た
産
業
展
開
の
あ
り

方
、
産
・
学
･
官
の
連
携
、
バ
イ
オ

マ
ス
バ
レ
ー
構
想
な
ど

▼
入
場
料
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

y
山
形
大
学
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

1
0
2
3
8
｜

26
｜

3
0
3
0

▼
受
験
資
格

15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子（
17
年
4
月
1
日
現
在
）

▼
受
付
期
間

17
年
1
月
11
日
c

ま
で 自

衛
隊
生
徒

第
9
回
山
形
県
産
学
官

研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

市役所122-2111622-0989

・ら・せ

○新潟県中越地震／12月28日Cまで
（市役所市民相談室でも受け付け
ています）

○三重県9・29豪雨災害被災者・愛媛
県台風21号被災者・香川県台風23
号による豪雨／11月30日Cまで

○宮崎県台風23号被害／11月24日Dまで
○ところ 新庄市社会福祉協議会内
日赤新庄市地区（大手会館内）

◎詳しくは、日赤新庄市地区へ。
122-5797

災害義援金の受付

▲最上広域消防本部の救援活動
（新潟県中越地震）
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SHINJO INFORMATION

11月のお・知
譲
渡
な
ど
の
国
税
に
つ
い
て

▼
応
対

仙
台
国
税
局
税
務
相
談

室
酒
田
分
室

y
税
務
課
課
税
室
1
内
線
1
4
3

最
近
、「
全
国
公
共
住
宅
管
理

組
合
」
と
い
う
団
体
か
ら
、
市
営

住
宅
へ
抽
選
し
な
い
で
入
居
で
き

る
と
い
う
勧
誘
の
は
が
き
が
出
回

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
も
し

不
審
な
は
が
き
が
送
ら
れ
て
き
た

場
合
は
、
は
が
き
に
書
か
れ
て
い
る

電
話
番
号
に
は
絶
対
に
連
絡
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
連
絡
す
る
こ
と
で

相
手
に
電
話
番
号
が
知
ら
れ
て
し

ま
い
、
勧
誘
・
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

y
商
工
観
光
課
商
工
・
中
心
商
店

街
地
振
興
室

1
内
線
2
5
4

不
審
な
は
が
き
に

ご
注
意
を

都
市
開
発
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

1
内
線
5
3
3

悪
質
な
訪
問
販
売
で
消
火
器

を
無
理
や
り
買
わ
さ
れ
た
、
薬
剤

の
交
換
を
さ
せ
ら
れ
た
な
ど
と
い

う
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
悪
質
な

業
者
は
、「
消
防
署
か
ら
来
ま
し
た
」

「
消
火
器
の
点
検
で
す
」と
消
防
署

員
や
市
職
員
を
装
っ
た
り
委
託
業

者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
し
て
訪
問

し
て
き
ま
す
。
消
火
器
の
販
売
に

市
や
消
防
署
が
関
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

y
環
境
課
消
防
交
通
室

1
内
線
4
3
5
・
4
3
7

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
や
サ
ラ
金
か

ク
レ
サ
ラ
1
1
0
番

悪
質
な
詐
欺
や
訪
問
販
売

な
ど
に
ご
注
意
を

観光カレンダー「新庄まつり」
○A2判7枚つづり500円
○申し込み 11月30日Cまで
◎新庄観光協会122-2340

ら
の
借
り
入
れ
な
ど
で
悩
ん
で
い

る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
27
日
g
午
前
10
時

〜
午
後
3
時

▼
電
話
番
号

0
2
3
｜

6
3
5
｜

8
1
5
1
〜
8
1
5
4（
4
台
）

▼
応
対
司
法
書
士

▼
相
談
料
無
料

y
山
形
県
青
年
司
法
書
士
協
議

会
事
務
局
・
佐
藤

1
22
｜

0
3
5
2

▼
と
き

11
月
27
日
g
午
前
10
時
、

午
後
2
時

▼
と
こ
ろ
市
民
プ
ラ
ザ

▼
前
売
券

一
般
1
、
2
0
0
円
、

小
学
生
〜
大
学
生
・
60
歳
以
上
1
、

0
0
0
円

※
無
料
託
児
あ
り
ま
す（
2
日
前

ま
で
予
約
が
必
要
）

y
新
庄
専
門
店
会
1
22
｜

6
8
3
3

市
民
映
画
劇
場

「
誰
も
知
ら
な
い
」

冬期間の暖房は、火災予防はもちろん、灯
油の取扱いにも十分注意が必要です。多量
の灯油が水路や側溝から河川に流出すれば、
重大な環境汚染につながる場合があります。
○事故を未然に防ぐには
①タンクから他の容器に移しかえる際は、絶
対目を離さない、②タンクのバルブの閉め
忘れがないか確認する、③タンクや配管に
亀裂や破損個所がないかチェックする、④
落雪箇所にタンクを設置しない、⑤定期的
にタンクの残量を確認する
○多量に灯油をこぼしたときは
①タンクのバルブを閉める、②新聞紙や布
を使い、敷地外や水路・側溝への流出を食
い止める、③流量の少ない水路などに流出
した場合は、雪や砂、毛布などでせきとめる
④関係機関にすぐ連絡する
◎詳しくは、最上広域消防本部122-7521、
市環境課環境保全室1内線432へ。

○時間 午前10時～午後3時
○内容 いじめ、家族間のいざこざ、
近所のトラブルなど
○応対 人権擁護委員、法務局職員
◎詳しくは、市民課市民相談室へ。

1内線125

人権なんでも相談所

○と き 11月24日Dから
○ところ 市役所東庁舎1階情報統計室
○価格 600円
◎詳しくは、企画調整課情報統計室
へ。 1内線426

2005年版やまがた
県民手帳を販売します

灯油の取扱いに注意

¡と き 11月16日C～12月15日D

¡ところ ゆめりあストリートギャラリー
¡内 容 表情豊かな人形50点展示
◎詳しくは、ゆめりあへ。 128-8888

～シリーズ「ふるさとの自然」～
¡と き 11月20日G～24日D午前9時～午後6時
¡ところ 市民プラザ
¡内 容 念仏ヶ原（大蔵村）～修験者が
歩いた月山信仰の道を辿る～
◎詳しくは、菅原へ。 123-1611

¡と き 11月21日A午後0時30分～3時
¡ところ ゆめりあ花と緑の交流広場
¡内 容 寸劇、ミニコンサート、講演「自分ら
しく生きる～一秒の重さ～」講師／日本テ
レビアナウンスカレッジ学長・石川牧子氏
※無料託児（要予約）と手話通訳あります
◎詳しくは、生涯学習課へ。 1内線462

～新庄市かもしかクラブ連合会結成20周年記念～
¡と き 11月27日G

午前10時～午後0時30分
¡ところ ゆめりあ花と緑の交流広場
¡内 容 記念式典、かもしかクラブ幼児に
よる交通安全ステージ、バザー
◎詳しくは、環境課消防交通室へ。

1内線436

¡と き 12月4日G午後2時～4時
¡ところ ゆめりあ花と緑の交流広場
◎入場無料です。詳しくは、新庄剣詩舞愛
好会・青木へ。 125-2716

～須貝智郎 & AKEMIオンステージ～
¡と き 12月4日G午後2時30分開演
¡ところ 市民文化会館大ホール
¡入場料 中学生以上1,000円、3歳児～
小学生300円
◎詳しくは、大手幼稚園・鳥越保育園周年
事業実行委員会へ。 122-1553

心ぽっかぽかコンサート

第2回剣扇舞術発表会

第１５回かもしかおたのしみ会

最上地域男女共同参画講座

菅原富喜写真展

木部タヅ表情人形作品展

催し
など

ところ開催日
市役所市民相談室12月1日�
八向地区公民館　12月6日�
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シリーズ教育――Part.6
学力向上フロンティアスクール新庄中学校（文部科学省指定）
新庄中学校＝生徒数380人、学級数12、教職員32人（平成15年5月1日現在）

特色ある教育実践④「情操教育・読書活動など」

「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
」

―
―
新
し
い
時
代
へ
の
人
づ
く
り
―
―

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」を
テ
ー
マ
に
保
護
者
と
地
域
の
人
た
ち
が

協
力
し
て
、
学
校
週
五
日
制
に
対
応
し
た
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

「
北
部
三
校
ま
な
び
の
環
境
づ
く
り
」

萩
野
・
泉
田
・
昭
和
小
学
校
で「
北
部

三
校
ま
な
び
の
環
境
づ
く
り
」
と
称
し

て「
た
い
け
ん
ス
ク
ー
ル
」を
実
施
し
て

か
ら
今
年
で
三
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ

の
地
域
で
は
保
護
者
が
中
心
と
な
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
を
育
く
も
う
と
す
る
活
動

が
定
着
し
て
き
て
お
り
、
他
の
地
域
の

見
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
九
月
に
は
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
、

十
月
に
は
ブ
ー
メ
ラ
ン
作
り
な
ど
多
く

の
体
験
活
動
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
に

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
つ
け
さ
せ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」

た
め
、
学
校
と
地
区
公
民
館
と
保
護
者

が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
こ
と
が

続
い
て
い
る
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
一
層
の
相
互
理
解
と
協
力
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
（
教
育
委
員
会
）

「
た
い
け
ん
ス
ク
ー
ル
」

保
護
者
ボ
ラ
ン
ティ
ア
募
集

家
庭
や
地
域
で
子
ど
も
と
大
人
の
結

「
た
い
け
ん
ス
ク
ー
ル
」

沼
田
・
北
辰
小
学
区
の
児
童
を
対
象

に
し
た「
た
い
け
ん
ス
ク
ー
ル
」が
十
一

月
に
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
一
回
目

の
た
い
け
ん
ス
ク
ー
ル
は
「
ピ
ザ
つ
く

り
・
ジ
ャ
ン
ボ
し
ゃ
ぼ
ん
玉
体
験
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
が
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

申
し
込
ん
だ
理
由
は
、
子
ど
も
と
一
緒

に
楽
し
め
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
モ

ノ
よ
り
思
い
出
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
気

持
ち
で
い
ま
す
。
ま
た
、
家
で
一
人
で
は

で
き
な
い
こ
と
も
、
み
ん
な
の
力
を
合

わ
せ
れ
ば
、
や
っ
て
み
た
か
っ
た
事
が
き

っ
と
で
き
る
は
ず
で
す
。

ま
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
少
な
く
運
営

面
で
は
心
細
い
の
で
す
が
、
初
め
て
会

う
子
ど
も
同
士
で
も
一
緒
に
遊
べ
る
、

そ
ん
な
力
を
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も「
た
い
け
ん
ス
ク
ー

ル
」
を
通
じ
て
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽

し
い
時
間
・
体
験
を
と
も
に
し
て
共
通

の
話
題
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
沼
田
・
北
辰
小
保
護
者
）

び
つ
き
が
低
下
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
中
で
、子
ど
も
た
ち
に「
生
き
る
力
」

を
つ
け
さ
せ
、
豊
か
な
心
と
人
間
性
を

育
ん
で
い
く
に
は
、「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
て
る
」こ
と
を
基
本
と
し
て
、

家
庭
と
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
が

主
体
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応

じ
、
学
校
週
五
日
制
に
対
応
し
た
新
た

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
地
域
の
方
々
や
保
護
者
の
協

力
に
よ
り
全
小
学
校
を
対
象
に
し
た

「
た
い
け
ん
ス
ク
ー
ル
」を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。
や
る
気
と
思
い
や
り
の

あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
歓
迎
し
ま

す
。
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
一
緒

に
し
ま
せ
ん
か
。

◎
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

1
内
線
4
6
1 ▲こんにゃく作り体験

国
道
四
十
七
号
を
庄
内
方
面
に
向
か

い
、
本
合
海
大
橋
を
渡
る
と
、
右
手
に

最
上
川
に
よ
っ
て
削
り
取
ら
れ
た
断
崖

が
見
え
る
。
白
い
岩
肌
の
美
し
い
こ
の

山
が
八
向
山

や
む
き
や
ま

で
、
い
わ
ゆ
る
「
八
向
地

区
」の
「
八
向
」
は
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で

い
る
と
思
わ
れ
る
。
八
向
山
は
八
向
楯

や
む
き
だ
て

と
も
呼
ば
れ
、
戦
国
時
代
に
は
、

難
攻
不
落

な
ん
こ
う
ふ
ら
く

の
山
城
で
も
あ
っ
た
が
、
由

来
は
さ
ら
に
古
い
。

日
本
武
尊

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

が
蝦
夷

え
み
し

征
伐
に
来
た
時
、

こ
の
地
に
住
む
蝦
夷
に
矢
を
向
け
た

ら
、
蝦
夷
は
か
な
わ
な
い
と
思
っ
て
逃

げ
出
し
た
。
こ
の
矢
を
射
向
け
た
山
が

「
矢
向
け
山
」→

「
矢
向
山
」（
後
に
「
八

向
山
」）と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
日
本
武
尊
が
逃
げ
た
蝦

夷
の
酋
長
を
追
っ
て
さ
ら
に
矢
を
射
た

が
、
矢
は
外
れ
て
、
山
に
突
き
刺
さ
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
山
を「
矢
は
ず
れ
山
」

→

「
矢
筈
山

や
は
ず
や
ま

」（
中
腹
に
新
庄
温
泉
の
あ

る
、
戸
沢
村
蔵
岡
と
の
境
の
山
）と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

八
向
山
の
断
崖
中
腹
の
木
々
の
中

に
、
小
さ
な
赤
い
祠

ほ
こ
ら

が
見
え
る
が
、
こ

れ
は
日
本
武
尊
を
祭
神
に
す
る「
矢
向

や
む
き

八
向
山
と矢

向
神
社
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十
月
二
十
三
日
、
升
形
地
区
で
市

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

新
庄
盆
地
断
層
帯
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
の
直
下
型
地
震
が

発
生
。
震
度
六
強
で
建
物
は
倒
壊
し
、

多
数
の
市
民
が
重
軽
傷
を
負
い
、
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
被
害
を
受
け
、
各
地
で
火
災
が
発

生
し
た
と
い
う
想
定
で
す
。

地
区
住
民
や
消
防
団
な
ど
総
勢
六

百
五
十
人
が
参
加
し
、
消
防
団
に
よ

る
一
斉
放
水
や
升
形
小
学
校
で
の
児

童
・
住
民
に
よ
る
避
難
訓
練
や
初
期

消
火
訓
練
、
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
「
も
が
み
」に
よ
る
緊
急
物
資
搬

送
や
重
症
者
の
救
命
運
搬
訓
練
な

ど
、
実
際
さ
な
が
ら
の
訓
練
に
参
加

者
は
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
消

火
訓
練
を
し
た
参
加
者
か
ら
は
「
初

め
て
消
火
器
を
使
い
ま
し
た
。
火
を

消
そ
う
と
し
た
と
き
は
と
て
も
ド
キ

ド
キ
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
も
し

も
の
時
に
役
立
つ
と
思
い
ま
し
た
」

と
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

同
じ
日
に
、
新

潟
県
中
越
地
震
が

発
生
し
多
く
の
被

害
が
出
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
災
害

を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
少

し
で
も
被
害
を
少

な
く
す
る
た
め
日

ご
ろ
の
備
え
が
大

切
で
す
。
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割

分
担
や
非
常
持
出
品
の
チ
ェ
ッ
ク
・
入

替
え
、
非
常
時
の
連
絡
方
法
、
避
難
場

所
の
確
認
な
ど
、い
ざ
と
い
う
と
き
に

家
庭
や
職
場
で
ど
の
よ
う
に
対
処
し

た
ら
よ
い
の
か
を
話
し
合
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。

BOOKS
NOW!

～図書館はオアシス～

今月のおすすめ

Pよろづ春夏冬（あきない）中 …長野まゆみ
P霊鬼頼朝………………………高橋　直樹
P荒蝦夷 …………………………熊谷　達也
P碁のうた、碁のこころ………秋山　賢司
P幻覚 ……………………………渡辺　淳一
P月が昇るとき………グラディス・ミッチェル
P愛の群像（上・下）…………ノ・ヒギョン
P億万ドルの舞台 …シドニィ・シェルダン
P假屋崎省吾の暮らしを彩る花スタイル

……………………………………假屋崎省吾
Pゆめつげ…………………………畠中 恵
P間宮兄弟………………………江國　香織
P最新版　全国『患者会』ガイド
………………………………………和田ちひろ

Pおはなしの日 …………………安達　千夏
Pブラック・リスト …………サラ・パレツキー
P二十四時間……………………乃南 アサ
Pあの夏、風の街に消えた…香納　諒一
P庭の桜、隣の犬 ……………角田　光代
Pオムツをはいたママ －母との愛と格闘
の日々－ ………………………安藤　和津

P風の組曲 ………………………阿刀田　高
P全国美術館ガイド……全国美術館会議
P人間は考えるＦになる………土屋　賢二
P新米副知事おたおた日記 …大槻幸一郎
P金毘羅 …………………………笙野　頼子
Pだまされることの責任………佐高　　信
P戦争と平和 －それでもイラク人を嫌い
になれない－ …………………高遠菜穂子

Pももこの70年代手帖………さくらももこ

新着図書

●今月のテーマ展示●

『図書館の貴重本』
当図書館所蔵の貴重な本を展示します。

古書、絶版書など、もう手に入らない「お宝」
本。おもしろい装丁や豪華な装丁の本、著者
の直筆サイン入の本などなど。普段図書館の
書架に出ていない貴重な本の展示です。ぜひ
ご覧ください。

全米で空前のベストセラー！政治
家への志を抱いた青春時代から
大統領当選まで(上巻)、大国ア
メリカのリーダーとして内政外
交に取り組んだ日々、スキャンダル
渦中の苦悩、家族への思い（下巻）前大統
領が今、すべてを率直に語った。

もしもの災害に備えて
～市総合防災訓練～

『マイライフ
クリントンの回想』（上・下）

ビル・クリントン著

▲初期消火訓練

▲避難訓練

神
社

じ
ん
じ
ゃ

」で
あ
る
。
歴
史
あ
る
神
社
で
、
昔

か
ら
、
本
合
海
地
区
の
鎮
守
の
宮
で
あ

り
、
か
つ
ま
た
、
最
上
川
を
上
下
す
る

川
舟
の
守
護
神
と
し
て
厚
く
信
仰
さ
れ

て
き
た
。

記
録
で
は
、
平
安
時
代
の
初
め
の
貞

じ
ょ
う

観が
ん

十
六
年（
八
七
四
）、
政
府
か
ら
従
五

位
下
の
位
を
授
け
ら
れ
て
お
り（『
三
代

実
録
』）、
ま
た
、
室
町
時
代
の
初
め
に

書
か
れ
た『
義
経
記

ぎ

け

い

き

』に
は
、
兄
頼
朝
と

対
立
し
、
北
の
方
や
弁
慶
を
伴
い
平
泉

に
向
か
う
義
経
一
行
が
、
最
上
川
を
さ

か
の
ぼ
り
、「
矢
向

や
む
け

の
大
明
神

だ
い
み
ょ
う
じ
ん

」（
矢
向
神

社
）を
伏
し
拝
み
、本
合
海
で
舟
を
降
り
、

亀
割
山
に
向
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
市
史
編
さ
ん
室
）
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再生紙100％と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています

いっぱい
とれたよ！
～収穫体験～

41,353人（41,505人）
女 21,537人（21,595人）

世帯数 13,498世帯（13,376世帯）

9月の異動

出　生 00,032人（00,028人）

死　亡 28人（00,033人）

転　入 97人（000,81人）

転　出 113人（00,088人）

※（ ）は1年前の住民基本台帳

男 19,816人（19,910人）

クイズ

さて問題です。国民年金の老齢基礎年金を受給するためには少な
くとも何年間の納付が必要でしょう。①20年間、②25年間、③40
年間／はがき・ファクス・eメールに「①答え、②住所、③氏名、④年
齢、⑤電話番号、⑥広報紙を読んでの感想など」を書いて、〒996‐
8501新庄市企画調整課市民協働広報室あて、11月26日まで応募
してください。
ファクス 22-0989／eメール kikaku＠city.shinjo.yamagata.jp

10月の正解は｢②約4割｣でした。広報10月号を読んだ感想から紹介します。「わ
たしは今高校生ですが、将来、福祉の仕事がしたいと思っています。障害を持
つ人の役に立ちたいと思うからです。市報を見て、障害者のことを考えている取
り組みはすごいと思いました。今までは、母から“スーパーにトレー持って行って”
と頼まれてもイヤだったけど、これからは協力しようと思います」
11月号では、5人に図書券をプレゼントします。

5年目を迎えた市民スキー場の体験農園で行われたサツマ
イモとダイコンの収穫体験。作物は、農園を管理している地
元農家が子どもたちに秋の実りを楽しんでもらおうと毎年丹
精こめて育てているもの。訪れた市内幼稚園・保育園の子
どもたちは、秋の収穫に大喜びでした。

表 　 紙
の

写 　 真

9月末現在の新庄人

～新庄まつり250年祭シリーズ～ 

「
駒
宝

こ
ま
た
か
ら

」と
い
う
呼
び
名
を
持
つ
こ
の
馬
は
、
輓
馬

ば
ん
ば

競
技
を
晴
れ
の

舞
台
と
す
る
馬
で
あ
る
。
普
段
は
鳥
越
の
牧
舎
で
暮
ら
し
て
い
る
。

新
庄
ま
つ
り
で
は
、
数
年
前
ま
で
、
伝
統
と
格
式
を
重
ん
じ
る
祭

り
の
中
心
・
神
輿
渡
御

み
こ
し
と
ぎ
ょ

行
列
で
大
切
な
役
目
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
た
。

今
で
は
、
遠
方
の
岩
手
県
北
上
や
遠
野
か
ら
や
っ
て
く
る
馬
た
ち
が

役
目
を
務
め
て
い
る
。

「
駒
宝
」の
大
き
く
澄
ん
だ
つ
ぶ
ら
な
瞳
、
身
を
寄
せ
て
く
る
人
な

つ
こ
さ
・
や
さ
し
さ
は
、
激
し
い
力
が
ぶ
つ
か
り
合
う
輓
馬
の
と
き
と

は
ま
っ
た
く
違
う
、
ま
こ
と
に
穏
や
か
な
姿
で
あ
る
。

来
年
の
二
百
五
十
年
祭
、
再
び
、
ま
つ
り
で
の
出
番
を
夢
見
る

「
駒
宝
」。
こ
よ
な
く
新
庄
ま
つ
り
を
愛
す
る
わ
た
し
た
ち
同
様
、

そ
れ
な
り
の
気
ど
り
姿
で
一
歩
一
歩
を
感
じ
な
が
ら
歩
く
の
で
あ

ろ
う
か
。

（
絵
と
文
＝
加
藤
良
哉
）

はがせる容器を使った給食会（10月27日／日新小学校） 

250年祭の出番を夢見るの図 
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